
（2）接続見本

before after

VR撮影マニュアル 撮影編

1はじめに
（1）機材の名称
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VRカメラセットVRカメラセット

VRカメラVRカメラ

⑦VRカメラ⑦VRカメラ

電源コード電源コード アダプタアダプタ

⑧VRカメラの
電源コード
⑧VRカメラの
電源コード

⑨VRカメラの
アダプタ
⑨VRカメラの
アダプタ

コネクタコネクタ

⑩VRカメラの
コネクタ
⑩VRカメラの
コネクタ

オーディオ
ステレオ
ケーブル

オーディオ
ステレオ
ケーブル

⑪オーディオ
ステレオ
ケーブル

⑪オーディオ
ステレオ
ケーブル

カードリーダー2枚カードリーダー2枚

⑫カードリーダー⑫カードリーダー

三脚三脚

②三脚②三脚

電源タップ電源タップ

③電源タップ③電源タップ

延長コード延長コード

①延長コード①延長コード

養生テープ養生テープ

集音マイク集音マイク

⑥集音マイク⑥集音マイク

マイク電源ケーブルマイク電源ケーブル

⑬マイク電源
ケーブル
⑬マイク電源
ケーブル

ベースプレートベースプレート

⑤ベースプレート⑤ベースプレート

④雲台④雲台

□ VRカメラセット
□ 集音マイク・電源ケーブル
□ 三脚
□ 電源タップ
□ 延長コード
□ 養生テープ

必要機材チェックリスト

□ VRカメラ
□ カードリーダー2枚
□ 電源ケーブル
□ アダプタ
□ コネクタ
□ オーディオステレオケーブル

カメラ機材チェックリスト
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2機材セッティング

②三脚を固定し、その下に
③電源タップを設置する。

（1）

（2）

（3）

撮影場所（舞台最前列）を決め、
①延長コードを撮影場所まで用意し、
電源を確保する。
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備え付けの三脚上部の④雲台を外す。

舞台

カメラ設定位置

左のネジで雲台を外したり固定左のネジで雲台を外したり固定

太い太い

細い細い

［雲台］
三脚とスコープの間に位置し
スコープの向きを変えたり、
固定したりするための部分

［雲台］
三脚とスコープの間に位置し
スコープの向きを変えたり、
固定したりするための部分

（カメラ位置は最前列中央のお客さんの目線の高さにする。
ただし、三脚の高さは舞台関係者と交渉しておく）

（存在感があるので、三脚の脚を広げすぎない。
ただし、高く使う場合は安定感が必要なので脚を広げる。

❶ジッパー側に雲台側を向けて収納（雲台入れ忘れ防止のため）
❷三脚の脚をひっくり返す。

❸さらに脚をカチッと音がするまで広げて固定。
　三脚を高くするときは太い方を伸ばす。（太い方が安定感あり）
❹ツメの段が3本とも2段 or3 段に揃うよう調整しておく。

❹❹

❺❺

❶❶ ❷❷

❸❸

❺三脚の足元に電源タップを
確保する。
（機材の充電が持たないため）
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（5）⑷のセットを三脚に固定する。

雲台側を三脚に向け、
マイクの液晶画面が客席側に
来るように調整しておく。

次に、⑦VRカメラを上部に固定する。
マイク上部の調整部分を回して
カメラを固定する。

VR撮影マニュアル 撮影編VR撮影マニュアル

ベースプレートの雲台を
三脚に向けて固定する
ベースプレートの雲台を
三脚に向けて固定する

VRカメラをネジに固定VRカメラをネジに固定

カメラと集音マイクが三脚に固定される。
三脚から飛び出ているので
180度カメラに三脚が映り込むのを防ぐ。

（4）雲台+マイク+ベースプレートセットを
組み立てる。

まず、⑤ベースプレートの１つネジに
雲台を固定する。
次に、⑤ベースプレートの 2つネジの
雲台と同じ方向側に
⑥集音マイクを回して固定する。 ベースプレートベースプレート 雲台雲台 集音マイク集音マイク

同じ方向同じ方向

マイク上部の調整部分を
回すとマイクが固定される
マイク上部の調整部分を
回すとマイクが固定される

❶❶ ❷❷

❸❸
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（右目用と左目用のそれぞれの動画の記録のため、
SDカードが2枚必要となる）

カードリーダーの表を舞台側に向けてカメラに入れる。

（9）VRカメラに⑫カードリーダーを
2枚入れる。

（6）

（7）

⑧VRカメラの電源コードを
延長コードのコンセントに差し込む。
そこに⑨VRカメラのアダプタを
つなぐ。

⑹を⑩VRカメラのコネクタにつなぐ。

青い端子をVRカメラにつなぐ。
（端子の穴の中のツメの向きを合わせる）

（8）⑪オーディオステレオケーブルを
VRカメラと集音マイクをつなぐ。
（集音マイクの音をVRカメラで読み込めるようにつなぐ）
（オーディオステレオケーブルの両端は両方押す）

VRカメラの
電源コード
VRカメラの
電源コード

アダプタの二股の１つを
プラグにつなぐ
アダプタの二股の１つを
プラグにつなぐ

アダプタの
二股の１つ
アダプタの
二股の１つ

マイク側
（LINE OUT）
マイク側
（LINE OUT）

集音マイクとVRカメラをつなぐ集音マイクとVRカメラをつなぐ

カメラ側
（LINE IN）
カメラ側
（LINE IN）

プラグプラグ

アダプタアダプタ

延長コード延長コード

VRカメラの
電源コード
VRカメラの
電源コード



養生テープで
延長コードを固定する
養生テープで

延長コードを固定する

おすすめは黒色のマットな養生テープ。照明を反射しにくい。

（電源が入るとランプが緑色になる）

※スマホやパソコンでVRカメラの操作ができない時は、
　カメラ背面中央の録画ボタンを押す

※スマホでマイクを操作する場合は
液晶画面をタップし、iOSコントロールを選択する。

※反対側のVOLUMEはヘッドフォンで聞くための音量。
※最大の音が振り切れない範囲にしておく。

（カメラへの映り込み防止や、
延長コードに足を引っ掛け
ないようにするため）

（電源ボタンを右にスライド）

（マイクも電池が中に入っているが、すぐに消耗するため）

（10）VRカメラのレンズキャップを外し、
レンズを磨いて埃を除去しておく。

（11）VRカメラの電源を長押して
電源を入れる。

（12）集音マイクもコンセントをつなぎ電源を確保する。
電源をを入れる。

⑬マイク電源ケーブル（穴DC55）を
電源タップにつなぎ電源を確保する。
MIC GAINで受ける音量調整する。

（13）養生テープで
ケーブル類を
スッキリさせる。

VR撮影マニュアル 撮影編VR撮影マニュアル
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電源電源

録画ボタン録画ボタン

電源ボタン電源ボタン

養生テープ養生テープ
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3カメラ操作

［VRアプリ］
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パソコンでアプリを操作する場合

ストアではなくサイトのURLよりダウンロード

（1）事前にアプリ「Z CAM VR」を
インストールしておく。

環境設定のWiFi で
「Z CAM VR」を設定する

❶システム環境設定
❷ネットワークで
　「ZCAM-K1Pro-0108」を選択
❸ネットワークパスワード
　「12345678」に設定（初回のみ）

❶メニューの「Action」から
　「Scan Camerasa」を選択
❷「ZCAM-K1Pro-0108」を
　Choose（選択）する

（2）「Z CAM VR」を起動し
ネットワークと連動させる
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（3）環境設定のWiFi で
「Z CAM VR」を設定する

（4）撮影前にカードのデータをフォーマット。
データを消去し、空き容量を確保する。
メニュー→Action→Format Card→実行

（5）❶集音マイク
　上映10分前後に
　録画ボタンを直押し
❷VRカメラアプリ
　（iPhone、iPad、PC）
　上映の2～3分前に
　録画ボタンをタップ。

❶右側の左端「Setting」で
　「Flicker reduction」を50Hzに。
❷右側の中央「White Balance」で
　「Kelvin」（ケルビン、色温度）を
　調整する。
❸右側の右側「Exposure」の
「EV」（露出量）と
「ISO」（電子的に光を増幅させる性能）
を調整する。

※EV値が大きいほど光の量が少なく、
　小さいほど多くなります。
※暗い所で撮影→ISO感度を上げる
※明るい所で撮影→ISO感度を下げる

上映の10分前後にマイクの録画を始める。
カメラは上映の2～3分まえに録画ボタンをおす。

❶❶

❷❷
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4撮影した映像をつなげる

［VR180 Creator］
（1）「VR180 Creator」を

立ち上げる。
（事前にインストールしておく）

中央の「動画を切り替え」をクリック。

（2）出力視野「180°視野」
動画コーデック「DNxHR」を選択

（3）「L00」「R01」という名前で
新規フォルダを作っておく。

VRカメラのデータを読み込み、
00データは「L00」フォルダに
01データは「R01」フォルダに入れる。

（4）エクスポート（書き出し）を押す。
書き出し後、右目、左目を合体した
データができるので、
そのデータをプレミアにコピーし編集。

（例）

（例）
00データ

合体データ完成
（この合体データを編集に使う）

01データ


